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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2026年２月期 233,833 5.1 7,441 64.8 7,414 51.3 5,339 99.3

2025年２月期 222,467 7.5 4,515 △29.2 4,898 △28.2 2,679 △37.3

（注）包括利益 2026年２月期 5,256百万円 （0.1％） 2025年２月期 5,249百万円 （9.8％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年２月期 307.34 － 9.2 5.9 3.2
2025年２月期 153.41 － 4.9 4.4 2.0

（参考）持分法投資損益 2026年２月期 73百万円 2025年２月期 118百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年２月期 131,735 62,131 45.1 3,431.29

2025年２月期 120,924 59,124 46.9 3,244.20

（参考）自己資本 2026年２月期 59,415百万円 2025年２月期 56,670百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2026年２月期 16,960 △13,482 △1,864 10,378

2025年２月期 12,478 △20,670 8,255 8,450

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年２月期 － 45.00 － 45.00 90.00 1,585 58.7 2.9

2026年２月期 － 60.00 － 60.00 120.00 2,113 39.0 3.6

2027年２月期（予想） － 60.00 － 60.00 120.00 43.3

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 121,500 1.6 4,350 △17.8 4,350 △16.9 2,700 △32.5 155.93

通期 241,000 3.1 7,700 3.5 7,650 3.2 4,800 △10.1 277.20

１．2026年２月期の連結業績（2025年３月１日～2026年２月28日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

(注）配当金総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する配当金（2025年２月期 13百万円、2026年２月期 
35百万円）が含まれております。

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年２月期 17,625,660株 2025年２月期 17,625,660株

②  期末自己株式数 2026年２月期 309,778株 2025年２月期 157,455株

③  期中平均株式数 2026年２月期 17,373,445株 2025年２月期 17,466,059株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2026年２月期 4,794 △31.2 2,615 △43.7 3,170 △35.8 3,197 △29.5

2025年２月期 6,968 33.0 4,646 40.2 4,940 39.2 4,534 53.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2026年２月期 184.07 －
2025年２月期 259.63 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年２月期 61,912 43,296 69.9 2,500.41

2025年２月期 60,277 42,337 70.2 2,423.68

（参考）自己資本 2026年２月期 43,296百万円 2025年２月期 42,337百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

  （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：有
④  修正再表示                          ：無
（注）詳細は、添付資料12ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更に関する注記）、（会計上の見積りの変更に関する注記）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、役員報酬ＢＩＰ信託を導入しており、信託が所有する当社株式は自己株式に含めて記載しておりま
す。

（参考）個別業績の概要
１．2026年２月期の個別業績（2025年３月１日～2026年２月28日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算説明会資料の入手方法）
　当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料については、前日までに
当社ホームページ(https://www.warabeya.co.jp/ja/index.html)に掲載いたします。
・2026年４月９日（木）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などにより緩やかに回復しました。一方で、継続した

物価上昇による消費者マインドの下振れへの影響や長期化する不安定な世界情勢、金融資本市場の変動リスクなどもあ

り、先行き不透明な状況が続いています。

　食品業界では、原材料価格、労働コストや物流費の上昇に伴う商品価格の値上げが継続するなかで、先行きの不安な

どから消費者の節約志向が高まっており、厳しい状況が続いております。

　このような状況下、当社グループの当連結会計年度の売上高は、国内食品関連事業における増収により、2,338億３

千３百万円（前期比113億６千６百万円、5.1％増）となりました。

　利益面では、国内食品関連事業においてコメを中心に原材料費が増加したものの、商品規格の見直しを含む増収効果

により、営業利益は74億４千１百万円（前期比29億２千５百万円、64.8％増）、経常利益は74億１千４百万円（前期比

25億１千５百万円、51.3％増）となりました。また、税金費用の一時的な負担減少等もあり、親会社株主に帰属する当

期純利益は53億３千９百万円（前期比26億６千万円、99.3％増）となりました。

　なお、2026年２月16日に発生した札幌工場の火災の被害により、特別損失を５億６千６百万円計上しております。

　セグメントごとの事業概況は、以下のとおりです。

［食品関連事業］

　売上高は、国内食品関連事業における増収により、2,099億８千４百万円（前期比115億５千３百万円、5.8％増）と

なりました。営業利益は、工場メンテナンス費用の増加があったものの、商品規格の見直しを含む増収効果や入間工場

の収支改善などが寄与し、70億円（前期比27億５千５百万円、64.9％増）となりました。

［食材関連事業］

　水産加工品の取扱高が減少したことなどにより、売上高は111億９千７百万円（前期比１億７千９百万円、1.6％

減）、営業利益は４億８千３百万円（前期比２千６百万円、5.3％減）となりました。

［物流関連事業］

　売上高は126億５千１百万円（前期比７百万円、0.1％減）と前期並みとなりました。一方、営業利益は、労働コスト

の上昇があったものの、共同配送事業の取扱高増加と運賃改定の効果により、９億３千５百万円（前期比２億５千３百

万円、37.2％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末に比べて108億１千１百万円増加し、1,317億３千５百万円となりまし

た。これは、有形固定資産および売掛金が増加したことによるものです。負債は前連結会計年度末に比べて78億４百万

円増加し、696億４百万円となりました。これは、長期借入金、未払金および支払手形及び買掛金が増加したことによ

るものです。

　純資産については前連結会計年度末に比べて30億６百万円増加し、621億３千１百万円となりました。これは、親会

社株主に帰属する当期純利益の計上と配当金支払いの差引により利益剰余金が増加したことによるものです。
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（単位：百万円）

期別

科目

前連結会計年度
(自　2024年３月１日
至　2025年２月28日)

当連結会計年度
(自　2025年３月１日
至　2026年２月28日)

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,478 16,960 4,482

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,670 △13,482 7,187

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,255 △1,864 △10,120

現金及び現金同等物に係る換算差額 264 314 50

現金及び現金同等物の増減額 328 1,928 1,599

現金及び現金同等物の期首残高 8,122 8,450 328

現金及び現金同等物の期末残高 8,450 10,378 1,928

2022年
２月期

2023年
２月期

2024年
２月期

2025年
２月期

2026年
２月期

自己資本比率（％） 57.9 54.5 52.3 46.9 45.1

時価ベースの自己資本比率（％） 39.0 35.0 46.8 29.6 45.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（年）
1.1 1.7 1.9 2.4 1.9

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍）
93.2 63.9 57.8 35.7 42.5

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　　当連結会計年度の連結キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、資金）は、前連結会計年度末に比べて19億２千８百万円

増加し、103億７千８百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は169億６千万円（前連結会計年度は124億７千８百万円の増加）となりました。これ

は、税金等調整前当期純利益（72億３千９百万円）、減価償却費（73億１千７百万円）、および減損損失（７千５

百万円）によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は134億８千２百万円（前連結会計年度は206億７千万円の減少）となりました。これ

は、有形固定資産の取得による支出（△138億１千５百万円）によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は18億６千４百万円（前連結会計年度は82億５千５百万円の増加）となりました。こ

れは、長期借入れによる収入（50億１千５百万円）、長期借入金の返済による支出（△25億２千８百万円）、リー

ス債務の返済による支出（△20億７千２百万円）、および配当金の支払額（△18億４千８百万円）によるもので

す。

キャッシュ・フロー関連指標の推移

（注）　自己資本比率　　　　　　　　　　　　：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率　　　　　　：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率　：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ　　：キャッシュ・フロー／利払い

※１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

３．キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を

使用しております。
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（４）今後の見通し

　わが国経済は、緩やかな回復が続くことが期待される一方、中東情勢の影響による原油価格の高騰を背景に、原材料

価格や物流費などの上昇が懸念されていることなどから、景気の先行きは不透明な状況が続くと考えられます。

　食品業界では、消費者の多様化するニーズおよび節約志向の高まりへの対応が求められております。

　このような状況下、当社グループは、国内食品関連事業において、長鮮度商品の生産能力強化等、引き続き生産体制

の見直しに取り組みます。また、成長分野と位置付ける海外食品関連事業につきましては、米国経済情勢や市場環境の

変化を背景に、オハイオ工場の稼働時期を見直すことといたしましたが、中長期的な成長に向け、引き続き事業基盤の

構築を推進してまいります。

　以上により、翌連結会計年度（2027年２月期）の連結業績予想は、下記の通り計画しております。

　売上高につきましては、国内食品関連事業を中心に増収を図り、2,410億円（前期比71億６千６百万円、3.1％増）を

計画しております。

　利益面につきましては、札幌工場操業停止の影響があるものの、国内食品関連事業における増収効果や伊勢崎工場の

改善により、営業利益は77億円（前期比２億５千８百万円、3.5％増）、経常利益は76億５千万円（前期比２億３千５

百万円、3.2％増）を計画しております。一方、親会社株主に帰属する当期純利益は前期において一時的に減少した税

金費用の影響等により、48億円（前期比５億３千９百万円、10.1％減）を計画しております。

（５）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当

　当社は、連結業績や今後の事業拡大投資のための内部留保などを勘案しつつ、連結配当性向40％をめどに安定的・継

続的に配当を実施していくことを基本方針としています。

　当期については、期末配当は１株当たり60円とし、中間配当60円とあわせた年間配当は１株当たり120円とする予定

であります。

　次期については、中間配当60円および期末配当60円の１株当たり年間120円の配当を予定しています。

　なお、当社の配当の決定機関は、中間配当は取締役会、期末配当は株主総会です。

　また、内部留保については、今後の事業展開を見据え、業容の拡大、省力化、環境に配慮した設備投資および新素

材、新商品の研究開発などに活用していきます。

　なお、当社は連結配当規制適用会社であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応する方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,450 10,378

売掛金 17,235 19,244

商品及び製品 2,080 2,514

原材料及び貯蔵品 2,347 2,047

その他 2,704 2,415

流動資産合計 32,818 36,601

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 77,284 89,414

減価償却累計額 △39,175 △39,701

建物及び構築物（純額） 38,108 49,713

機械装置及び運搬具 25,021 26,457

減価償却累計額 △17,569 △18,046

機械装置及び運搬具（純額） 7,451 8,410

土地 13,040 13,147

リース資産 10,022 10,133

減価償却累計額 △4,396 △4,866

リース資産（純額） 5,625 5,266

建設仮勘定 7,151 2,534

その他 6,975 7,116

減価償却累計額 △1,760 △2,279

その他（純額） 5,215 4,837

有形固定資産合計 76,593 83,910

無形固定資産

その他 1,975 1,789

無形固定資産合計 1,975 1,789

投資その他の資産

投資有価証券 1,136 1,173

長期貸付金 90 75

退職給付に係る資産 1,218 1,312

差入保証金 1,386 1,180

繰延税金資産 3,264 3,151

その他 2,552 2,542

貸倒引当金 △112 △2

投資その他の資産合計 9,537 9,433

固定資産合計 88,106 95,133

資産合計 120,924 131,735

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,637 10,489

１年内返済予定の長期借入金 2,524 3,430

リース債務 1,676 1,690

未払金 8,864 11,461

未払法人税等 269 576

賞与引当金 1,555 1,595

その他 1,118 2,434

流動負債合計 25,647 31,678

固定負債

長期借入金 20,071 22,064

リース債務 9,974 9,291

退職給付に係る負債 3,682 3,706

役員株式給付引当金 302 378

資産除去債務 1,525 1,615

その他 594 867

固定負債合計 36,152 37,925

負債合計 61,799 69,604

純資産の部

株主資本

資本金 8,049 8,049

資本剰余金 8,100 8,100

利益剰余金 36,613 40,103

自己株式 △329 △730

株主資本合計 52,433 55,523

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 271 283

繰延ヘッジ損益 △2 1

為替換算調整勘定 3,412 3,060

退職給付に係る調整累計額 555 546

その他の包括利益累計額合計 4,236 3,892

非支配株主持分 2,453 2,715

純資産合計 59,124 62,131

負債純資産合計 120,924 131,735
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年３月１日
　至　2025年２月28日)

当連結会計年度
(自　2025年３月１日

　至　2026年２月28日)

売上高 222,467 233,833

売上原価 183,933 189,883

売上総利益 38,533 43,950

販売費及び一般管理費

運搬費 13,753 15,693

給料手当及び賞与 7,168 7,638

賞与引当金繰入額 717 744

減価償却費 854 825

賃借料 1,193 1,193

その他 10,331 10,413

販売費及び一般管理費合計 34,018 36,509

営業利益 4,515 7,441

営業外収益

受取利息 96 82

受取配当金 377 333

受取賃貸料 227 213

助成金収入 105 117

持分法による投資利益 118 73

その他 121 255

営業外収益合計 1,047 1,076

営業外費用

支払利息 365 413

賃貸収入原価 169 162

固定資産除却損 96 174

工場閉鎖費用 － 244

その他 32 109

営業外費用合計 664 1,103

経常利益 4,898 7,414

特別利益

資産除去債務戻入益 － 116

固定資産売却益 － 350

特別利益合計 － 466

特別損失

減損損失 1,084 75

火災損失 － 566

特別損失合計 1,084 641

税金等調整前当期純利益 3,813 7,239

法人税、住民税及び事業税 1,145 1,259

法人税等調整額 △193 366

法人税等合計 952 1,625

当期純利益 2,861 5,613

非支配株主に帰属する当期純利益 181 274

親会社株主に帰属する当期純利益 2,679 5,339

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年３月１日
　至　2025年２月28日)

当連結会計年度
(自　2025年３月１日

　至　2026年２月28日)

当期純利益 2,861 5,613

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △19 11

繰延ヘッジ損益 △7 3

為替換算調整勘定 1,797 △421

退職給付に係る調整額 474 △8

持分法適用会社に対する持分相当額 143 57

その他の包括利益合計 2,387 △356

包括利益 5,249 5,256

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,949 4,995

非支配株主に係る包括利益 299 261

連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,049 8,100 35,519 △335 51,333

当期変動額

剰余金の配当 － － △1,585 － △1,585

親会社株主に帰属する当
期純利益

－ － 2,679 － 2,679

自己株式の取得 － － － △4 △4

自己株式の処分 － － － 10 10

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 － － 1,094 5 1,099

当期末残高 8,049 8,100 36,613 △329 52,433

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計その他有価

証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累

計額

その他の包
括利益累計

額合計

当期首残高 291 5 1,589 80 1,966 1,008 54,309

当期変動額

剰余金の配当 － － － － － － △1,585

親会社株主に帰属する当
期純利益

－ － － － － － 2,679

自己株式の取得 － － － － － － △4

自己株式の処分 － － － － － － 10

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

△19 △7 1,822 474 2,270 1,445 3,715

当期変動額合計 △19 △7 1,822 474 2,270 1,445 4,815

当期末残高 271 △2 3,412 555 4,236 2,453 59,124

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,049 8,100 36,613 △329 52,433

当期変動額

剰余金の配当 － － △1,849 － △1,849

親会社株主に帰属する当
期純利益

－ － 5,339 － 5,339

自己株式の取得 － － － △400 △400

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 － － 3,490 △400 3,089

当期末残高 8,049 8,100 40,103 △730 55,523

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計その他有価

証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調
整勘定

退職給付に
係る調整累

計額

その他の包
括利益累計

額合計

当期首残高 271 △2 3,412 555 4,236 2,453 59,124

当期変動額

剰余金の配当 － － － － － － △1,849

親会社株主に帰属する当
期純利益

－ － － － － － 5,339

自己株式の取得 － － － － － － △400

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

11 3 △351 △8 △344 261 △82

当期変動額合計 11 3 △351 △8 △344 261 3,006

当期末残高 283 1 3,060 546 3,892 2,715 62,131

当連結会計年度（自　2025年３月１日　至　2026年２月28日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2024年３月１日

　至　2025年２月28日)

当連結会計年度
(自　2025年３月１日
　至　2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,813 7,239

減価償却費 7,502 7,317

減損損失 1,084 75

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △109

賞与引当金の増減額（△は減少） 208 40

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 58 △9

受取利息及び受取配当金 △474 △416

支払利息 365 413

持分法による投資損益（△は益） △118 △73

固定資産除却損 96 174

火災損失 － 566

売上債権の増減額（△は増加） 33 △2,018

棚卸資産の増減額（△は増加） △631 △193

仕入債務の増減額（△は減少） 846 861

未払金の増減額（△は減少） △662 2,886

その他 821 1,044

小計 12,944 17,797

利息及び配当金の受取額 741 416

利息の支払額 △349 △399

法人税等の支払額 △857 △853

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,478 16,960

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,756 △13,815

有形固定資産の売却による収入 58 394

無形固定資産の取得による支出 △88 △114

事業譲受による支出 △2,737 －

貸付けによる支出 △106 △80

貸付金の回収による収入 155 106

その他 △195 26

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,670 △13,482

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 11,628 5,015

長期借入金の返済による支出 △962 △2,528

リース債務の返済による支出 △1,967 △2,072

配当金の支払額 △1,583 △1,848

その他 1,140 △430

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,255 △1,864

現金及び現金同等物に係る換算差額 264 314

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 328 1,928

現金及び現金同等物の期首残高 8,122 8,450

現金及び現金同等物の期末残高 8,450 10,378

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱いおよび「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項（２）ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しておりま

す。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっておりま

す。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」等の適用）

　「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第46号

2024年３月22日）を当連結会計年度の期首から適用しております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表へ

の影響はありません。

（会計上の見積りの変更に関する注記）

（耐用年数の変更）

　当社は、2026年１月８日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるわらべや日洋食品株式会社が運営して

いる村山第二工場の閉鎖を決議いたしました。この閉鎖に伴い利用不能となる固定資産について耐用年数を短縮し、

将来にわたり変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益および税金等調整前当期純利益はそれぞ

れ33百万円減少しております。
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報告セグメント

合計食品関連
事　　業

食材関連
事　　業

物流関連
事　　業

日本 171,074 11,377 12,658 195,110

米国 27,351 － － 27,351

その他 5 － － 5

顧客との契約から生じる収益 198,430 11,377 12,658 222,467

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 198,430 11,377 12,658 222,467

報告セグメント

合計食品関連
事　　業

食材関連
事　　業

物流関連
事　　業

日本 183,101 11,197 12,651 206,950

米国 26,876 － － 26,876

その他 6 － － 6

顧客との契約から生じる収益 209,984 11,197 12,651 233,833

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 209,984 11,197 12,651 233,833

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）

（単位：百万円）

当連結会計年度（自　2025年３月１日　至　2026年２月28日）

（単位：百万円）
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（セグメント情報等の注記）

 【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社および当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象として、製品・サービス別に

「食品関連事業」、「食材関連事業」および「物流関連事業」としております。

　各事業の概要は下記のとおりです。

食品関連事業：米飯群、調理パン群、調理麺群、焼きたてパン群、惣菜群、和菓子等調理済食品の製造、販売

食材関連事業：食品用材料の仕入、加工、販売

物流関連事業：食品関係配送

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の方法と

同一であります。

　報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益および振替高は市場実勢価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸表
計上額
（注２）

食品関連
事業

食材関連
事業

物流関連
事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
198,430 11,377 12,658 222,467 － 222,467

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ 325 5,933 6,259 △6,259 －

計 198,430 11,702 18,592 228,726 △6,259 222,467

セグメント利益 4,245 510 681 5,437 △922 4,515

セグメント資産 106,321 4,831 6,626 117,778 3,145 120,924

その他の項目

減価償却費 7,236 19 379 7,634 △131 7,502

減損損失 1,054 30 － 1,084 － 1,084

持分法適用会社へ

の投資額
1,643 － － 1,643 － 1,643

有形固定資産

および無形固定資

産の増加額

22,744 20 86 22,850 △2 22,848

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）

（注）１．セグメント利益の調整額△922百万円には、セグメント間取引消去231百万円および報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,153百万円が含まれております。

セグメント資産の調整額3,145百万円には、セグメント間取引消去△44,344百万円および報告セグメントに

配分していない全社資産47,489百万円が含まれております。

減価償却費の調整額△131百万円には、セグメント間取引消去△125百万円および報告セグメントに配分して

いない全社資産に係る減価償却費△６百万円が含まれております。

有形固定資産および無形固定資産の増加額の調整額△２百万円には、セグメント間取引消去△２百万円が含

まれております。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸表
計上額
（注２）

食品関連
事業

食材関連
事業

物流関連
事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
209,984 11,197 12,651 233,833 － 233,833

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ 290 6,875 7,165 △7,165 －

計 209,984 11,487 19,526 240,999 △7,165 233,833

セグメント利益 7,000 483 935 8,419 △978 7,441

セグメント資産 113,209 5,106 7,823 126,139 5,596 131,735

その他の項目

減価償却費 7,057 17 359 7,434 △117 7,317

減損損失 69 6 － 75 － 75

持分法適用会社へ

の投資額
1,775 － － 1,775 － 1,775

有形固定資産

および無形固定資

産の増加額

13,501 14 2,213 15,729 △11 15,718

当連結会計年度（自　2025年３月１日　至　2026年２月28日）

（注）１．セグメント利益の調整額△978百万円には、セグメント間取引消去178百万円および報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,156百万円が含まれております。

セグメント資産の調整額5,596百万円には、セグメント間取引消去△43,783百万円および報告セグメントに

配分していない全社資産49,379百万円が含まれております。

減価償却費の調整額△117百万円には、セグメント間取引消去△105百万円および報告セグメントに配分して

いない全社資産に係る減価償却費△11百万円が含まれております。

有形固定資産および無形固定資産の増加額の調整額△11百万円には、セグメント間取引消去△11百万円が含

まれております。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自　2024年３月１日

至　2025年２月28日）

当連結会計年度
（自　2025年３月１日

至　2026年２月28日）

１株当たり純資産額 3,244円20銭 3,431円29銭

１株当たり当期純利益 153円41銭 307円34銭

項目
前連結会計年度

（2025年２月28日）
当連結会計年度

（2026年２月28日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計額（百万円） 59,124 62,131

連結貸借対照表の純資産の部の合計額から控除

する金額（百万円）
2,453 2,715

　（うち非支配株主持分（百万円）） （2,453） （2,715）

普通株式に係る純資産額（百万円） 56,670 59,415

普通株式の発行済株式数（千株） 17,625 17,625

普通株式の自己株式数（千株） 157 309

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式

の数（千株）
17,468 17,315

項目
前連結会計年度

（自　2024年３月１日
至　2025年２月28日）

当連結会計年度
（自　2025年３月１日

至　2026年２月28日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 2,679 5,339

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
2,679 5,339

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,466 17,373

（１株当たり情報の注記）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　　なお、「普通株式の自己株式数」は、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式（前連結会計年度145,275

株、当連結会計年度297,475株）を含めております。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　　なお、「普通株式の期中平均株式数」は、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式（前連結会計年度

147,544株、当連結会計年度239,930株）を控除しております。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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